
地
域

ラ
ン
ド

「
オ
ア
リ
パ
」
誕
生

５
０
０
名
以
上
の
参
加
を
得
て
、
改
め
て
地

域
資
源
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
に
と
っ
て
、
身
近
す
ぎ
て
当
た

り
前
に
感
じ
て
い
た
石
狩
川
や
オ
ア
シ
ス

パ
ー
ク
、
国
道

号
、
Ｊ
Ｒ
、
高
速
道
路
、

北
海
道
子
ど
も
の
国
な
ど
の
都
市
公
園
、
市

立
病
院
な
ど
は
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
・
や
す
ら
ぎ
を
得
る
た
め
に
整
備
さ
れ
て

き
た
歴
史
あ
る
大
切
な
地
域
資
源
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て

市
民
が
望
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
医
療

と
福
祉
と
産
業
が
充
実
し
て
い
る
ま
ち
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
砂
川
市
の
新
た

な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
令
和
元
年
に
地

域
ブ
ラ
ン
ド
の
タ
イ
ト
ル
を
『
安
心
や
す
ら

ぎ
共
和
国
「
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｅ
ー
」
』
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆地域が動く・プロジェクト最前線創る
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砂
川
市
は
北
海
道
中
部
に
位
置
す
る
人
口
約
１
万
６
千
人
の
ま

ち
で
す
。
昭
和
35
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
労

働
力
人
口
の
減
少
、
消
費
市
場
の
縮
小
に
よ
り
さ
ら
な
る
人
口
減

少
を
誘
発
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
経
済
の
縮
小
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
緩
や
か
な
も
の
に
し
、
現
在

の
豊
か
さ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
地
域
が
稼
ぐ
力
」
が
重

要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

今
回
は
官
と
民
の
力
を
結
集
し
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
稼

ぐ
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
オ
ア
リ
パ
」
の
取
組
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

砂川市

異
業
種
が
一
塊
に
な

て
稼
ぐ
ち
か
ら
で

地
方
創
生
を
す
る
プ
ロ
ジ

ク
ト砂

川
市
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展

な
ど
に
よ
る
市
内
経
済
の
活
力
低
下
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
元
気
な
お
菓
子
屋

さ
ん
の
力
を
借
り
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
「
す

な
が
わ
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
構
想
」
や
、
平
成

年
に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
た
「
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
構
想
」
の
も
と
、
官
民

連
携
に
よ
る
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
市
内
経
済
へ
の
波
及
や
中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
創
出
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
担
い
手
の
高
齢
化

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
、
団
体
が
解
散
す
る

な
ど
、
市
内
経
済
活
動
の
衰
退
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
稼
ぐ
力
で
持
続
的
に
地
域
活
性
化
を

目
指
す
新
た
な
組
織
の
設
立
を
求
め
る
声
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
主
体
者
が
い
な
く
、
長
年

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
に
は
、
一
つ
ひ

と
つ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
魅
力
を
バ
ラ

バ
ラ
に
発
信
す
る
よ
り
も
、
地
域
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
が
主
体
と
な
り
、
「
チ
ー
ム
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
団
結
セ
ミ
ナ
ー
」
を
５
回

開
催
し
、
砂
川
市
内
の
企
業
を
中
心
に
延
べ

×

ブ

▲チームSUNAGAWA団結セミナーの様子
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「
オ
ア
リ
パ
」

っ

私
た
ち
が
愛
す
る
砂
川
、
責
任
を
も
っ
て
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
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こ
れ
ま
で
オ
ア
リ
パ
は
「
ま
ち
づ
く
り
を

自
分
ご
と
と
し
て
」
、
「
ひ
と
り
で
は
な
く

チ
ー
ム
で
」
、
「
地
域
全
体
で
稼
ぐ
」
、

「
未
来
の
た
め
の
人
材
育
成
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
的
な
人
材
育
成
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
、
販
路
開
拓
、
観
光
周
遊
な

ど
に
関
わ
る
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
世
界
に
発
信
し
、
地

域
を
繋
げ
る
活
力
剤
、
地
域
の
事
業
者
を
繋

げ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

私
は
砂
川
市
出
身
で
平
成

年
に

年
ぶ
り
に

Ｕ
タ
ー
ン
を
し
ま
し
た
。
地
域
が
様
々
な
課
題
を

抱
え
る
中
、
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
は

持
ち
つ
つ
も
、
横
の
繋
が
り
が
な
い
こ
と
に
不
安

を
抱
え
て
い
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
、
チ
ー
ム
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
団
結
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
多
職

種
、
多
世
代
で
地
域
を
想
う
人
た
ち
が
い
る
こ
と

に
希
望
を
感
じ
、
４
年
以
上
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
８
月

日
に
商
店
街
を

周
遊
し
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
よ
う
、
私
の
お
店

の
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ
ボ
し
て
『
瓜
祭
だ
ヨ
！
全
員

集
合
』
と
題
し
、
商
店
街
の
各
店
舗
で
ウ
リ
科
の

野
菜
販
売
や
ウ
リ
科
に
ま
つ
わ
る
限
定
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
個
人
で
は
と
て
も
思
い
つ
く
は
ず
も
な

く
、
オ
ア
リ
パ
の
仲
間
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

実
現
で
き
ま
し
た
。
こ
の
地
元
を
想
う
人
と
人
の

繋
が
り
こ
そ
が
、
地
域
の
宝
に
な
る
と
信
じ
て
こ

れ
か
ら
も
力
を
合

わ
せ
楽
し
く
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

有
限
会
社
ウ
リ
薬
局

瓜

秀
彬
さ
ん

オ
ア
リ
パ
は
、
結
成
か
ら
３
年
間
、
セ
ミ

ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
学

習
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
磨
き
上
げ
、

展
示
会
・
販
売
会
な
ど
へ
の
出
展
に
よ
る
販

路
開
拓
、
観
光
周
遊
コ
ー
ス
開
発
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
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本記事の内容は、砂川市経済部商工労働観光課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：0125-54-2121

オ
ア
リ
パ
の
取
組

インキュベーション
機能

「事業者の拡大・育成を促進､地域の価値の創出を目指す」
定期的な戦略会議、メンバー交流事業などを実施し、メンバーが自主的に連携し商品やサービス
を生み出す気づきに繋がり、事業者と農家が連携した農福連携事業が行われるなど、職種を超え
た連携事業が生まれています。

地域商社機能
「地域資源をブランド化､生産・加工から販売までプロデュースし､地域内外へ発信」
展示会・販売会など、ふるさと納税やクラウドファンディングを地域外に向けた販路として活用
し、地域内ではマルシェなどのイベントを行うなど、地域内外に向けた販路開拓を行い、地場産
品の消費を拡大・売上向上に繋げています。

DMO機能
「地域資源を活用し､観光地域づくりを行う」

地域の課題「レンタル（体験観光における必要な器具などの貸出機能がないこと）」「宿泊（宿
泊施設の数が少ないこと）」「三次交通（地域内の移動手段が少なく高額であること）」を考慮
したモニターツアーを実施し、観光誘客における課題解決のための取組に繋げています。

～オアリパが目指してきた３つの機能と取組～

地
域
の
５
つ
の
世
界
（
文
化
、
歴
史
、
人

と
の
交
流
、
街
・
景
観
、
も
の
づ
く
り
）
を

「
オ
ア
シ
ス
」
と
表
現
し
、
こ
れ
ら
一
つ
一

つ
が
持
つ
魅
力
を
も
っ
と
地
域
内
外
に
伝
え

た
い
、
人
口
減
少
を
地
域
み
ん
な
で
乗
り
越

え
、
愛
す
る
地
域
を
責
任
を
も
っ
て
次
世
代

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、

官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
オ
ア
シ
ス
リ
パ

ブ
リ
ッ
ク
（
以
下
「
オ
ア
リ
パ
」
と
い

う
）
」
が
結
成
さ
れ
、
商
業
や
農
業
の
ほ

か
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
、
宿
泊
、
工
業
、

Ｉ
Ｔ
、
不
動
産
、
寺
院
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど

の
広
範
囲
の
異
業
種
、
そ
し
て
市
外
事
業
者

も
参
画
し
、
地
元
高
校
・
大
学
、
金
融
機
関
、

支
援
機
関
か
ら
の
協
力
関
係
を
得
る
こ
と
で
、

産
官
学
金
の
連
携
体
と
し
て
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。

令
和
元
年
８
月

日
に
任
意
団
体
と
し
て

誕
生
し
た
オ
ア
リ
パ
で
す
が
、
３
年
の
時
を

経
た
令
和
４
年
８
月

日
に
は
、
商
品
の
販

売
な
ど
営
利
事
業
を
民
間
主
導
で
本
格
的
に

進
め
る
た
め
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
５
人
に
よ
り
、

一
般
社
団
法
人
オ
ア
リ
パ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
の
設
立
は
、
稼
ぐ
地
域
づ
く
り
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
意
味
を
持
ち
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
た
め
官
民
連
携
組
織
の
創
設
を
目

指
し
て
き
た
こ
と
か
ら
大
き
な
成
果
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

稼
ぐ
地
域
を
創
る
た
め
、
参
加
事
業
者
の

拡
大
・
育
成
を
促
進
し
地
域
の
価
値
の
創
出

を
目
指
す
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
」
、

多
く
の
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
地
域
資
源
を

ブ
ラ
ン
ド
化
、
生
産
・
加
工
か
ら
販
売
ま
で

一
貫
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
地
域
内
外
に
販

売
す
る
「
地
域
商
社
機
能
」
、
さ
ら
に
、
地

域
資
源
を
活
用
し
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
行

う
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
」
を
併
せ
持
つ
官
民
連
携

組
織
の
創
設
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

オアリパ
メンバーの声

▲オアリパが国土交通省第1回まちづくり
アワード構想・計画部門で特別賞を受賞

▲クラウドファンディングを活用して
開発したミニトマトスープ「ゆきのとまと」

29
29

29
20

12



今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
遠
別

町
の
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
を
目
的
に

様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
え
ん
お
こ
」
で

す
。え

ん
お
こ
は
、
平
成
年
に
、
当
時
の

遠
別
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
メ
ン
バ
ー
３

名
と
、
地
域
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１

名
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
協
力
隊
と
し
て
高
齢
者
の
見
守

り
や
安
否
確
認
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

町
民
か
ら
「
隊
員
の
卒
業
と
と
も
に
活
動

が
な
く
な
っ
て
は
困
る
」
と
い
う
声
を
受

け
、
任
期
終
了
後
も
活
動
を
継
続
し
、
地

域
を
活
性
化
す
る
た
め
、
行
政
や
民
間
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
意
識
し
な
が
ら
活
動

で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
選
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
業
務
を
町
か
ら

の
受
託
事
業
と
し
て
継
続
し
つ
つ
、
飲
食

業
や
イ
ラ
ス
ト
作
成
を
行
う
な
ど
、
メ
ン

バ
ー
の
個
性
を
活
か
し
た
自
主
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
公
設
民
営
の
塾
も
新
た
に

開
設
し
、
地
域
の
小
中
学
生
の
学
力
向
上

を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
遠
別
農
業
高
校
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
高
校
・

町
と
連
携
し
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
一
新
し
た
り
高
校
の
魅
力
を
伝
え
る

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
開
設
を
行
い
、
入
学
者

数
の
増
加
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
「
パ
ソ
コ
ン
の
こ
と
で

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
、
「
新
ス

ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
や
遊
び
方
を
教
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
、
町
民
の
「
ち
ょ
っ
と
困
っ

た
こ
と
」
に
も
、
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
ま
す
。

行
政
と
民
間
が
連
携
し
て
い
く
上
で
、

ど
ち
ら
の
立
場
に
も
寄
り
添
え
る
え
ん

お
こ
は
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か

し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
、
今
後

も
「
行
政
と
民
間
と
の
架
け
橋
」
と
し

て
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆「なおみちカフェ」から創る

07

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

え
ん
お
こ

編

令
和
４
年
６
月
７
日
訪
問

皆
さ
ん
の
活
動
と
同
じ
こ
と
を
都

心
で
す
る
と
な
っ
た
ら
、
巨
大
企
業

が
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。小

さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
、
幅
広
く

色
々
な
事
業
に
取
り
組
め
る
こ
と
が
、

や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

なおみちカフェ（遠別町編）
の動画はこちらからご覧いた
だけます。
（YouTubeチャンネル）

留萌編

▲このほかにも、まちづくりに寄与する様々な活動を
行っている。

えんおこの拠点である遠別町移住 ▶
交流センター内には、移住者のた
めの居住スペースも完備
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◆「なおみちカフェ」から創る

08

令
和
４
年
７
月
11
日
訪
問

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
鹿
追
町
で

水
素
を
製
造
・
販
売
す
る
「
株
式
会
社

し
か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
」
で
す
。

水
素
は
家
畜
ふ
ん
尿
よ
り
発
生
さ
せ

た
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
製
造
す
る
、
国
内

初
の
取
組
で
す
。

製
造
し
た
水
素
は
、
隣
接
す
る
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

燃
料
電
池
自
動
車
等
へ
の
充
填
や
、
町

内
及
び
近
隣
施
設
の
燃
料
電
池
へ
の
供

給
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
牛
１
頭
が
１
年
間
に
出
す
ふ
ん
尿

か
ら
製
造
さ
れ
る
水
素
の
量
は
、
燃
料

電
池
自
動
車
が
約
１
万
㎞
走
行
で
き
る

量
に
相
当
し
ま
す
。
鹿
追
町
で
は
、
し

か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム
の
事
業
化
に
伴

い
、
燃
料
電
池
自
動
車
を
町
の
公
用
車

や
町
内
の
民
間
事
業
者
の
社
用
車
と
し

て
導
入
し
た
り
、
農
業
で
使
用
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
燃
料
電
池
の
も
の

に
更
新
す
る
な
ど
、
町
全
体
で
普
及
に

向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
し
か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム

の
小
林
さ
ん
は
、
自
身
も
燃
料
電
池
自

動
車
を
所
有
し
て
お
り
、
「
個
人
と
し

て
、
会
社
と
し
て
、
鹿
追
町
の
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
化
を
通
じ
て
、
北
海
道
の
コ

ア
と
な
る
文
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と

語
り
ま
す
。

本
来
は
、
厄
介
者
で
あ
っ
た
家
畜
ふ

ん
尿
を
資
源
と
し
て
捉
え
、
バ
イ
オ
ガ

ス
を
水
素
化
す
る
と
い
う
先
進
的
な
試

み
は
、
道
が
推
進
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

北
海
道
の
実
現
に
も
資
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
取
組
が
ま
す
ま
す
注
目
さ

れ
ま
す
。

株
式
会
社

し
か
お
い
水
素
フ
ァ
ー
ム

編

今
、
鹿
追
町
が
挑
戦
し
て
い
る
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
化
を
他
の
地
域
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
自
分
の
地
域

で
ど
う
い
っ
た
挑
戦
が
で
き
る
か
を

考
え
る
上
で
の
見
本
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

環
境
と
経
済
を
好
循
環
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
基

本
で
あ
り
、
こ
の
観
点
で
こ
れ
か
ら

も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

十勝編

なおみちカフェ（鹿追町編）
の動画はこちらからご覧いた
だけます。
（YouTubeチャンネル）

▲ 懇談の様子

令和4年4月
・実証実験を終え事業化。
・施設が国から町へ譲渡され、町から会社に貸与
・国や町の支援を受け、株式会社しかおい水素ファー
ム（エア・ウォーター北海道株式会社及び鹿島建設
株式会社の合併会社）が施設の管理、運営を行う

平成29年1月
・既存の鹿追町環境保全センターを活用し、「しかお
い水素ファーム」を整備。実証運転開始。

・環境保全センターのメタン発酵施設で生成されたバ
イオガスから水素の製造を行う。

▲水素で走る燃料電池自動車

平成27年4月
・環境省委託事業「家畜ふん尿由来水素を活用した水
素サプライチェーン実証事業※ （平成27年度~令和
3年度） 」を以下の業者が受託。
【受託業者】
・エア・ウォーター株式会社
・鹿島建設株式会社
・日鉄パイプライン＆エンジニアリング株式会社
・日本エアープロダクツ株式会社
※水素を「つくる」､「はこぶ」､「つかう」仕組み
（サプライチェーン）を作ることで低炭素な水素
社会の実現を目指す。

鹿追町


